
『短編集』特集！ 

  

 

期末考査がおわり、夏休みも近づ

いてきました。 

時間のゆとりができ、読書をする

時間も作ることができるのではない

でしょうか。夏休みの課題に読書感想文もありますね！ゆっくりと様々な本を読んでみませんか？ 

今回のテーマは短編集です。一つの本にたくさんの物語があるので、飽きずに楽しむことができます。

また短い時間で読むことができるので、時間のないあなたにオススメです!（S） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「空想科学読本」  柳田理科雄著  メディアファクトリ― 

これは、現実では起こりえないようなことが現実で起きていたらどう

なるのかということを、科学的、物理的におもしろく書いた本です。皆

さんがアニメを見ているとき、ふと思った不思議がこの本に載っている

かもしれません。アニメや漫画好きの方にオススメです。 

 

 

令和元年７月 

21H 山崎・篠川 

 

「きまぐれロボット」  星新一著  角川書店 

星新一さんの短編集は不思議で面白いものがたくさんありますが、こ

の「きまぐれロボット」は特に面白いものが多く集まっていると思いま

す。 

書名の「きまぐれロボット」をはじめ、「地球のみなさん」、「金色の海

藻」など、興味を引くタイトルが並んでいます。 

感心する話や、ちょっと恐ろしく感じる話、単純に面白い話など一冊

で様々な気分が味わえます。 

「５４字の物語」  氏田雄介著  PHP研究所 

一つの物語が５４字で書かれていて、それぞれにしっかりストーリー

があり、オチもついています。 

「なるほど」と思わせられるものや「どういうことだ?」と思うものも

ありますが、次のページに解説が書かれているため、わからなくてモヤ

モヤする、なんてこともありません。空いた時間にサクッと読めるのも

魅力的です。 

ちなみにタイトルは怖そうですが内容は大して怖くないので安心して

ください。 

 
 



八尾高校図書館  開館日のお知らせ 

終業式後の開館日及び開館時間は以下の通りです。 

７月２２日（月）～７日３１日（水）８:３０～１６:３０ 

８月 １日（木）～８月２２日（木）閉館 

８月２３日（金）～８月３０日（金）８:３０～１６:３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界のへんな肉：白石あづさ                    こだわりのブックカバーとしおりの本： 勝山俊光編 

古事記 壱: 弐：里中満智子          きのう何食べた? ~シロさんの簡単レシピ~：講談社編 

僕と死神の七日間：蘇之 一行 大量廃棄社会     アパレルとコンビニの不都合な真実：仲村和代 

文豪ストレイドッグス 太宰治の入社試験／太宰治と黒の時代／探偵社設立秘話／55Minutes ／外伝 

綾辻行人 VS.京極夏彦／BEAST：朝霧 カフカ  

ノーサイド・ゲーム：池井戸 潤           世界のしおり・ブックマーク意外史：猪又義孝 

新聞という病：門田 隆将    キレる!: 脳科学から見た「メカニズム」「対処法」「活用術」：中野 信子 

美しき愚かものたちのタブロー：原田マハ   発想力: 「0から 1」を生み出す 15 の方法：大前 研一 

東大の先生！文系の私に超わかりやすく数学を教えてください！：西成活裕   人類最年長：島田雅彦 

「さみしさ」の研究：ビートたけし          横山光輝の「史記」で学ぶ故事成語：横山光輝 

元号って何だ?: 今日から話せる 247回の改元舞台裏：藤井 青銅             椿宿の辺りに：梨木香歩 

夢見る帝国図書館：中島京子    彼女たちの場合は：江國香織   不見の月/ 博物館惑星１・２：菅浩江 

 

 

 

 

 

  

 

平常通り、土日・祝日は

閉館です。（開館日の変更が

あれば図書館前に掲示します。） 

ただいま、図書館で

は夏休みの貸出しを行

っています。 

８月３０日（金）ま

で冊数無制限で借りら

れるので、どんどん借

りに来て下さい。 

 

米山先生の

Favorite 

book!! 

網 先 生 の

Favorite 

book!! 
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「みをつくし料理帖」第 1 巻～10 巻 

              高田郁 角川春樹事務所 

 江戸にでてきた料理人「澪
みを

」が料理を通して人を幸せに

していく姿を描いた作品。澪は生き別れになった親友と再

会したり、淡い恋を経験したりなど、多くの人々に支えら

れながらも一人の料理人として成長していく。涙なしでは

読めない大作です。読みごたえのある作品です。 

「空想科学読本」シリーズ 

柳田理科雄 メディアファクトリー 

幼いころ夢中になって見ていた特撮ヒーローや漫画の

キャラクター達を科学的に考察したこの本。誰もが「そ

こまで考えなくても（笑）」と思うような内容です。しか

し、現実からかけ離れた世界に住む彼らを、なんとかし

て現実に落とし込んでやろうとする挑戦が素敵だと思い

ます。どんなことでも自らの力で「考える」ことの大切

さを学んだ一冊です。 

 

なんと！図書委員と

ダブルでオススメ！ 


